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＊【
判
例
紹
介
コ
ー
ナ
ー
】

東
京
地
裁
（
Ｈ
27
・
12
・
27
）

〝
管
理
費
に
つ
い
て
、
事

業
用
物
件
の
管
理
費
を

通
常
の
倍
額
に
す
る
こ

と
は
無
効
〟

Ｍ
管
理
士　

栗
原
照
明

管
理
費
の
負
担
に
つ
い
て
、

建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る

法
律
（
以
下
「
区
分
所
有
法
」

と
云
う
。）
の
第
19
条
が
「
各

共
有
者
は
、
規
約
に
別
段
の
定

め
が
な
い
限
り
そ
の
持
分
に
応

じ
て
、
共
用
部
分
の
負
担
に
任

じ
、
共
用
部
分
か
ら
生
ず
る
利

益
を
収
取
す
る
」
と
規
定
し
て

お
り
、
管
理
費
は
「
共
用
部
分

の
負
担
」
に
該
当
す
る
た
め
、

各
区
分
所
有
者
の
共
有
持
分
に

応
じ
て
負
担
す
る
の
が
原
則
で

あ
り
、
通
常
は
、
専
有
部
分
の

床
面
積
に
比
例
し
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
各

専
有
部
分
の
集
合
体
で
あ
り
、

一
口
に
マ
ン
シ
ョ
ン
と
云
っ
て

も
、
各
専
有
部
分
が
全
戸
住
居

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
１
階
部
分
に
店
舗

が
あ
っ
た
り
、
専
有
部
分
が
事

務
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
る
た
め
、「
店
舗
は

多
く
の
人
が
出
入
り
を
す
る
の

で
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
が
汚
れ

や
す
い
か
ら
、
清
掃
費
用
の
負

担
を
増
や
す
べ
き
だ
」「
住
戸

が
１
階
に
あ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
全
く
使
用
し
な
い
の
で
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
保
守
点
検
費
用

を
負
担
す
べ
き
義
務
は
な
い
か

ら
管
理
費
を
値
下
げ
し
て
欲
し

い
」
な
ど
、
専
有
部
分
の
床
面

積
割
合
に
応
じ
た
管
理
費
の
負

担
は
不
公
平
で
あ
る
と
考
え
る

区
分
所
有
者
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
区
分
所
有
法
は
、
同

法
第
19
条
に
規
約
に
別
段
の
定

め
が
な
い
限
り
、
各
区
分
所
有

者
が
そ
の
有
す
る
共
有
持
分
の

割
合
に
応
じ
て
管
理
費
を
負
担

す
る
こ
と
を
原
則
と
し
な
が

ら
、
管
理
規
約
に
よ
っ
て
、
そ

れ
と
異
な
る
負
担
割
合
を
定
め

る
こ
と
も
出
来
る
旨
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

こ
の
規
定
に
よ
り
、
其
々
の

マ
ン
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
、
適
切

な
維
持
管
理
と
は
何
か
、
管
理

費
の
公
平
な
負
担
と
は
何
か
、

区
分
所
有
者
ら
が
主
体
的
に
考

え
、
管
理
を
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

更
に
、
区
分
所
有
法
第
30
条

１
項
に
は
、
建
物
や
敷
地
等
の

管
理
ま
た
は
使
用
に
関
す
る
区

分
所
有
者
相
互
間
の
事
項
を
管

理
規
約
で
定
め
る
規
定
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
規
定
に
加
え
、

平
成
14
年
の
法
改
正
に
お
い

て
、
新
た
に
区
分
所
有
法
第
30

条
３
項
と
し
て
、「
専
有
部
分

若
し
く
は
共
用
部
分
又
は
附
属

施
設
（
建
物
の
敷
地
又
は
附
属

施
設
に
関
す
る
権
利
を
含
む
）

に
付
き
」
管
理
規
約
に
よ
っ
て

規
定
す
る
場
合
に
は
、「
こ
れ

ら
の
形
状
・
面
積
・
位
置
関

係
・
使
用
目
的
及
び
利
用
状
況

並
び
に
区
分
所
有
者
が
支
払
っ

た
対
価
そ
の
他
の
事
情
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
、
区
分
所
有
者

間
の
利
害
の
衡
平
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
規
定
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
規
定
の
主
旨
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
、
管
理
規
約
に
定
め

る
場
合
、
個
々
の
マ
ン
シ
ョ
ン

毎
に
其
々
事
情
が
異
な
る
の

で
、
具
体
的
に
様
々
な
事
情
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
区
分
所
有

者
間
に
お
い
て
、
出
来
る
だ
け

不
公
平
が
生
じ
な
い
内
容
に
す

べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
費
の
負
担
に
つ
い
て

は
、
各
区
分
所
有
者
の
共
有
持

分
に
応
じ
て
負
担
す
る
の
が
原

則
で
あ
り
、
専
有
部
分
の
床
面

積
に
比
例
し
て
定
め
ら
れ
る
の

が
通
常
で
す
が
、
区
分
所
有
者

間
の
利
害
の
衡
平
を
図
る
た
め

に
様
々
な
事
情
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
、
管
理
規
約
に
よ
り
原

則
と
異
な
る
負
担
割
合
を
定
め

る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
云
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

本
件
は
、
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
管
理
組
合
が
、
区

分
所
有
者
の
所
有
す
る
居
室
を

事
業
用
物
件
と
し
て
使
用
す
る

場
合
は
、
通
常
（
居
住
用
物

件
）
の
倍
の
管
理
費
を
負
担
す

る
と
の
管
理
規
約
に
基
づ
き
管

理
費
を
請
求
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
所
有
す
る
居
室
を
自
己
が

代
表
を
務
め
る
会
社
の
事
務
所

と
し
て
使
用
し
て
い
た
区
分
所

納得、安心のできる管理
☆ 総合管理の受託から自主管理の応援まで
☆ 管理組合のニーズに合った管理システム
☆ 木目の細かい対応が出来ます
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有
者
が
、
事
業
用
物
件
に
使
用

す
る
居
室
の
管
理
費
を
通
常
の

２
倍
と
す
る
管
理
規
約
は
無
効

で
あ
る
旨
を
主
張
し
て
争
っ
た

事
案
で
す
。

尚
、
本
件
の
場
合
、
昭
和
60

年
９
月
に
定
め
ら
れ
た
管
理
規

約
に
基
づ
き
事
業
用
物
件
の
管

理
費
に
つ
い
て
、
本
管
理
組
合

は
当
該
者
に
対
し
、
通
常
（
居

住
用
物
件
）
の
２
倍
の
金
額
と

す
る
」
と
の
規
定
が
あ
る
訳
で

は
な
い
が
、
管
理
規
約
に
は
、

他
の
用
途
に
使
用
し
た
場
合
、

理
事
会
決
議
に
よ
り
決
定
出
来

る
旨
の
経
緯
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
本
当
該
区
分
所
有
者
は
、

平
成
元
年
11
月
に
取
得
以
来
24

年
10
月
迄
は
、
請
求
通
り
倍
額

の
管
理
費
を
支
払
っ
て
い
た
。

【
本
件
訴
訟
の
争
点
】

平
成
24
年
11
月
以
降
、
区
分

所
有
者
は
管
理
費
の
支
払
い
を

一
切
し
な
く
な
っ
た
為
、
管
理

組
合
は
当
該
者
に
対
し
、
管
理

規
約
に
基
づ
き
未
払
期
間
に

付
、
事
業
用
物
件
の
管
理
費
で

あ
る
通
常
（
居
住
用
物
件
）
の

２
倍
の
管
理
費
支
払
い
を
求
め

本
訴
を
提
起
。

こ
れ
に
対
し
、「
住
居
部
分

を
他
の
用
途
に
使
用
し
た
場

合
」
と
い
う
条
件
の
み
で
増
額

が
出
来
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
区
分
所
有
法
第
30
条

３
項
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
る

当
該
者
は
、
長
年
、
通
常
（
居

住
用
物
件
）
の
２
倍
の
管
理
費

を
支
払
い
、
管
理
費
が
過
払
い

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
過

払
い
部
分
に
平
成
24
年
11
月
以

降
の
未
払
管
理
費
を
充
当
し
て

も
、
管
理
組
合
が
返
還
す
べ
き

部
分
が
あ
る
と
い
う
反
論
を
行

い
、
管
理
組
合
に
対
し
、
過
払

い
に
な
っ
て
い
る
管
理
費
の
返

還
を
求
め
る
反
訴
を
提
起
し

た
。以

上
か
ら
、
本
件
に
お
け
る

主
な
争
点
は
、
①
管
理
規
約
に

お
い
て
、
事
業
用
物
件
か
居
住

用
物
件
か
と
い
う
マ
ン
シ
ョ
ン

の
使
用
目
的
の
違
い
の
み
に
よ

っ
て
、
管
理
費
負
担
の
割
合
に

差
異
を
設
け
管
理
費
の
増
額
を

可
能
と
す
る
規
定
が
合
理
的
か

否
か
（
争
点
①
）、
②
管
理
費

の
負
担
割
合
に
差
異
を
設
け
る

こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
し
て

も
、
事
業
用
物
件
の
管
理
費
負

担
の
割
合
を
居
住
用
物
件
の
２

倍
と
す
る
こ
と
が
合
理
的
か
否

か
（
争
点
②
）
の
２
つ
と
な

る
。

【
争
点
①
】

使
用
目
的
の
違
い
に
よ
る
管
理

費
負
担
割
合
の
差
異
の
合
理
性

管
理
組
合
は
（
ア
）
事
業
用

物
件
の
方
が
、
居
住
用
物
件
に

比
べ
、
共
用
部
分
の
使
用
頻
度

が
高
い
。（
イ
）
事
業
用
物
件

の
区
分
所
有
者
の
方
が
管
理
費

の
負
担
能
力
が
高
い
。（
ウ
）

事
業
用
物
件
の
区
分
所
有
者
ら

は
、
居
住
用
物
件
の
２
倍
の
管

理
費
を
支
払
っ
て
お
り
、
該
当

区
分
所
有
者
も
20
年
以
上
何
ら

異
議
を
述
べ
ず
に
支
払
っ
て
い

た
。（
エ
）
事
業
用
物
件
の
管

理
費
を
倍
額
に
し
な
い
と
組
合

の
会
計
収
支
は
赤
字
に
な
る
こ

と
を
主
張
し
、
事
業
用
物
件
の

管
理
費
を
増
額
出
来
る
旨
の
管

理
規
約
は
合
理
的
な
内
容
で
あ

り
有
効
で
あ
る
と
主
張
し
て
き

た
。
こ
れ
に
対
し
、
当
該
者

は
、
事
業
用
物
件
で
あ
る
こ
と

の
み
を
も
っ
て
、
一
律
に
管
理

費
を
増
額
で
き
る
も
の
は
な
い

と
し
て
無
効
で
あ
る
こ
と
を
主

張
し
争
い
ま
し
た
。

【
争
点
②
】

事
業
用
物
件
の
管
理
費
が
居
住

用
物
件
の
２
倍
で
あ
る
こ
と
の

合
理
性

管
理
組
合
は
、
争
点
①
で
主

張
し
た
通
り
、
昭
和
60
年
９
月

に
定
め
ら
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
規
約
は
有
効
で
あ
り
、
そ
の

有
効
な
規
約
に
基
づ
き
、
平
成

元
年
５
月
、
事
業
用
物
件
の
管

理
費
を
居
住
用
の
２
倍
と
す
る

旨
の
理
事
会
決
議
が
さ
れ
、
そ

の
決
定
内
容
も
合
理
的
で
あ
る

と
の
主
張
も
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
事
業
用
物
件
で
あ
る
こ
と

の
み
で
、
一
律
に
事
業
用
物
件

を
居
住
用
よ
り
増
額
す
る
旨
の

規
約
自
体
が
、
区
分
所
有
法
第

30
条
３
項
に
反
し
、
公
序
良
俗

に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
無
効

で
あ
る
旨
、
反
論
し
た
。

【
裁
判
所
の
判
断
】

本
件
訴
訟
に
お
い
て
、
裁
判

所
は
争
点
①
、
す
な
わ
ち
事
業

用
物
件
か
居
住
用
物
件
か
と
い

う
マ
ン
シ
ョ
ン
の
使
用
目
的
の

違
い
の
み
に
よ
り
、
管
理
費
負

担
の
割
合
に
差
異
を
設
け
、
管

理
費
の
増
額
を
可
能
と
す
る
規

約
の
有
効
性
に
つ
い
て
、
区
分
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所
有
法
第
30
条
３
項
が
、
専
有

部
分
も
し
く
は
共
用
部
分
ま
た

は
附
属
施
設
等
に
つ
い
て
、
規

約
に
よ
っ
て
規
定
す
る
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
形
状
、
面
積
、

位
置
関
係
使
用
目
的
及
び
利
用

状
況
並
び
に
区
分
所
有
者
が
対

価
そ
の
他
の
事
情
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
、
区
分
所
有
者
間
の

利
害
の
衡
平
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

を
規
定
し
て
い
る
の
で
、
管
理

規
約
の
内
容
が
こ
の
区
分
所
有

法
第
30
条
３
項
の
用
件
を
充
た

す
か
否
か
を
検
討
し
、
当
該
規

約
の
有
効
、
無
効
を
判
断
す
べ

き
で
あ
り
、
こ
の
要
件
を
充
た

さ
な
い
規
約
は
無
効
で
あ
る
と

い
う
判
断
基
準
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
具
体
的
に
、
諸

事
情
を
法
第
30
条
３
項
に
要
件

を
当
て
は
め
検
討
。
使
用
頻

度
、
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
そ

れ
ほ
ど
の
大
き
な
差
異
は
認
め

ら
れ
な
い
。
万
が
一
、
そ
の
こ

と
を
も
っ
て
、
会
計
収
支
が
赤

字
に
な
る
と
し
て
も
、
支
出
状

況
の
改
善
や
居
住
用
物
件
の
区

分
所
有
者
ら
の
負
担
割
合
の
調

整
に
よ
っ
て
赤
字
を
解
消
す
べ

き
で
あ
り
、
事
業
用
物
件
の
所

有
者
に
倍
額
を
負
担
さ
せ
る
合

理
性
は
な
い
。
事
業
用
物
件
の

管
理
費
を
一
律
に
居
住
用
物
件

よ
り
も
増
額
す
る
当
該
管
理
規

約
は
、
法
第
30
条
３
項
に
反
す

る
も
の
と
し
て
無
効
と
い
う
べ

き
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
し
て
結
論
と
し
て
、
管
理
組

合
か
ら
区
分
所
有
者
が
支
払
い

済
み
の
過
払
い
管
理
費
か
ら
未

払
い
の
管
理
費
（
居
住
用
物
件

と
同
額
）
を
差
し
引
い
た
残
り

の
金
額
を
返
還
す
る
よ
う
に
命

じ
ま
し
た
。

【
コ
メ
ン
ト
】

マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
や

敷
地
等
の
維
持
管
理
を
適
切
に

行
な
い
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
財
産

的
価
値
を
維
持
し
、
快
適
な
生

活
の
為
の
環
境
を
整
え
る
為
に

は
、
区
分
所
有
者
全
員
が
そ
の

利
益
を
享
受
す
る
為
の
費
用
と

し
て
、
各
区
分
所
有
者
其
々
が

管
理
費
を
負
担
す
る
必
要
が
生

じ
ま
す
。

管
理
費
の
負
担
に
つ
い
て

は
、
専
有
部
分
の
床
面
積
に
比

例
し
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
通

常
で
す
。

こ
れ
は
、
区
分
所
有
者
間
の

利
害
の
衡
平
の
観
点
か
ら
、
管

理
費
の
金
額
は
各
区
分
所
有
者

の
共
有
持
分
に
応
じ
て
算
出
す

る
の
が
合
理
的
で
あ
る
と
解
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
国
交

省
作
成
の
「
マ
ン
シ
ョ
ン
標
準

管
理
規
約
」
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

従
前
よ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
費
負
担
を
巡
っ
て
管
理
規

約
の
有
効
性
を
争
う
例
は
多

く
、
①
共
用
部
分
の
う
ち
、
構

造
・
位
置
・
使
用
状
況
・
必
要

性
の
観
点
か
ら
、
一
部
の
区
分

所
有
者
の
み
の
共
用
に
供
さ
れ

る
共
用
部
分
、
例
え
ば
、
構
造

上
独
立
し
て
一
部
区
分
所
有
者

の
み
が
使
用
す
る
玄
関
ホ
ー

ル
、
階
段
室
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
の
管
理
費
に
つ
い
て
も
、
区

分
所
有
者
全
員
が
共
有
持
分
に

比
例
し
て
負
担
す
べ
き
か
否
か

（
東
京
高
裁s59.11.29
判
決
。）

「
共
用
部
分
全
体
に
付
き
、
共

有
持
分
に
応
じ
た
管
理
費
負
担

は
合
理
的
で
あ
り
、
管
理
規
約

は
有
効
。」
②
区
分
所
有
者
が

法
人
で
あ
る
か
個
人
で
あ
る
か

に
よ
り
、
管
理
費
の
額
に
１
・

６
倍
の
差
異
を
設
け
た
規
約

（
東
京
地
裁H

.2.7.24

判
決
。）

「
管
理
費
に
差
異
を
設
け
る
合

理
的
根
拠
が
な
い
。」
規
約
は

無
効
。）
③
１
階
部
分
の
店
舗

管
理
費
を
２
階
以
上
の
居
住
用

住
戸
管
理
費
の
２
・
59
倍
と
す

る
管
理
規
約
の
効
力
（
福
岡
地

裁H
.14.10.19

判
決
。）「
店
舗

と
そ
れ
以
外
の
区
分
所
有
者
で

共
用
部
分
の
使
用
頻
度
や
使
用

状
況
が
異
な
る
か
ら
、
一
定
の

差
異
は
許
容
さ
れ
る
が
、
１
・

５
倍
が
限
度
。」
等
々
。

し
た
が
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
費
に
付
、
管
理
規
約
に

よ
り
管
理
費
負
担
の
差
異
を
定

め
る
場
合
は
、
法
第
30
条
３
項

に
挙
げ
ら
れ
た
、
共
用
部
分
等

の
形
状
・
面
積
・
位
置
関
係
・

使
用
目
的
及
び
利
用
状
況
並
び

に
区
分
所
有
者
が
支
払
っ
た
対

価
と
い
う
要
件
や
そ
の
他
の

様
々
な
事
情
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
、
区
分
所
有
者
間
の
利
害

の
衡
平
が
図
ら
れ
て
い
る
か
否

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
個
別
・

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

（
セ
ン
タ
ー
通
信
よ
り
一
部

抜
粋
）

（品川インターシティ A棟15F）
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【
◎
情
報
提
供
】

＊
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
→
義

務
化
（
埼
玉
県
条
例
）

埼
玉
県
で
は
、
自
転
車
の
安

全
な
利
用
促
進
に
関
し
、
県
、

県
民
、
自
転
車
を
利
用
す
る
者

（
以
下
「
自
転
車
利
用
者
と
い

う
。」）、
事
業
者
及
び
関
係
団

体
（
交
通
安
全
に
関
す
る
活
動

を
行
う
団
体
及
び
自
転
車
の
安

全
な
利
用
促
進
に
関
す
る
県
の

施
策
に
協
力
す
る
団
体
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
共
に
施
策
の

基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
自
転
車
の
安
全
な

利
用
促
進
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、

並
び
に
県
、
市
町
村
、
県
民
、

事
業
者
及
び
関
係
団
体
が
協
働

し
て
自
転
車
の
安
全
な
利
用
に

関
す
る
運
動
を
展
開
し
、
も
っ

て
歩
行
者
、
自
転
車
及
び
自
動

車
等
が
共
に
安
全
に
通
行
し
、

且
つ
、
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
出
来
る
地
域
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
出
来
る

よ
う
、
保
険
加
入
を
義
務
化
し

た
。（
施
行
日
：H

.30.4.1

）

新
規
賛
助
会
員
紹
介

【
日
神
管
財
㈱
】

弊
社
は
首
都
圏
で
マ
ン
シ
ョ

ン
分
譲
事
業
を
展
開
す
る
日
神

不
動
産
㈱
を
母
体
と
す
る
日
神

Ｇ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社
で

ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
62
年
か
ら
約
30
年
に
亘

り
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
事
業
を

行
な
い
、
現
在
、
首
都
圏
を
中

心
に
約
七
百
管
理
組
合
・
３
万

戸
、
ワ
ン
ル
ー
ム
か
ら
大
型
フ

ァ
ミ
リ
ー
、
新
築
か
ら
高
経
年

Ｍ
迄
多
彩
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
を
さ
せ
て
頂
く
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
28
年
４
月
に
は

同
じ
日
神
Ｇ
内
の
日
神
住
宅
サ

ポ
ー
ト
と
合
併
。
分
譲
Ｍ
の
み

な
ら
ず
、
賃
貸
、
流
通
、
リ
フ

ォ
ー
ム
等
、
Ｍ
に
関
わ
る
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
提
供
で
き
る
会
社
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
形
態
や
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
も
年
々
多
様
化
し

て
お
り
ま
す
が
、
弊
社
で
は
Ｍ

の
高
い
資
産
価
値
の
維
持
と
居

住
者
の
方
々
が
将
来
に
亘
り
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境

づ
く
り
に
寄
与
す
る
為
、「
実

行
力
」「
提
案
力
」
そ
し
て

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
」
に
溢
れ

た
業
務
の
展
開
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

自
社
Ｇ
以
外
の
マ
ン
シ
ョ
ン

も
多
数
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
お
探

し
の
管
理
組
合
様
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
何
な
り
と
弊
社
に
ご

相
談
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
担
当　

櫻
井
慎
一
）

【
別
件
・
お
得
情
報
】

◎『
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化

診
断
サ
ー
ビ
ス
』
の
ご
案
内

日
本
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

連
合
会
で
は
、
診
断
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
士
に
よ
る
「
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
適
正
化
診
断
サ
ー
ビ

ス
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

＊
診
断
料
は
無
料
で
す
。

築
年
数
だ
け
で
決
ま
る
保
険

料
に
納
得
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

数
年
前
よ
り
火
災
保
険
料
が

大
幅
に
値
上
り
し
て
お
り
ま

す
。以

下
の
よ
う
な
疑
問
や
不
満

を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

①
マ
ン
シ
ョ
ン
用
の
保
険
料
は

ど
こ
の
保
険
会
社
も
一
緒
？

②
築
年
数
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど

保
険
料
が
上
が
っ
て
困
る
。

③
き
ち
ん
と
メ
ン
テ
し
て
い
る

の
に
、
築
年
数
だ
け
で
保
険
料

が
上
が
る
の
は
納
得
出
来
な

い
。

云
々
等
。

＊
遠
慮
な
く
事
務
局
宛
、
お
問

合
せ
下
さ
い
。048-887-9921

首 都 圏 マ ン シ ョ ン リ ニ ュ ー ア ル 事 業 部 
〒105-0003 東京都港区西新橋３丁目１１番１号 
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Ｕ Ｒ Ｌ ： h t t p : / / W W W . K E N S O . C O . J P / 

◎ 大規模修繕工事  

◎ 各種防水工事   

◎ 内装工事     

北海道支店・東北支店・横浜支店 

中部支店・関西支店・福岡営業所 

～ Total でご提案します ～

大規模修繕工事から設備改修工事、内装リフォーム、

充実したアフターメンテナンス体制で培った信頼が、

世代を超えた永いお付き合いを実現しています。

◎ 給排水設備工事 

◎ 防音工事 

◎ 建物・設備診断
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中
長
期
修
繕
計
画
の
策
定

Ｍ
管
理
士　

土
屋
公
司

近
年
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に

お
い
て
は
二
つ
の
老
い
と
言
わ

れ
る
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
建
物
の
経
年
劣
化

に
よ
る
老
朽
化
、
そ
し
て
、
バ

ブ
ル
期
、
大
量
に
供
給
さ
れ
た

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
入
し
、

そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
方
々

が
、
定
年
を
迎
え
老
齢
化
し
て

き
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
た
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
築
三
十
年

前
後
と
な
り
、
第
２
回
目
の
大

規
模
修
繕
工
事
を
終
え
、
第
３

回
目
の
大
規
模
修
繕
工
事
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

長
期
修
繕
計
画

修
繕
実
施
に
際
し
て
は
多
額

の
費
用
が
掛
か
る
為
、
毎
月
積

立
方
式
に
よ
り
費
用
を
積
立
て

て
お
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
、

計
画
期
間
及
び
推
定
工
事
費
等

の
見
積
り
が
不
充
分
な
為
に
、

積
立
金
の
累
計
額
が
不
足
と
な

る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
。
適

切
な
修
繕
計
画
の
策
定
見
直
し

等
に
よ
り
積
立
金
の
額
を
設
定

し
、
工
事
の
適
時
適
切
か
つ
円

滑
な
実
施
を
図
る
為
に
充
分
な

検
討
を
積
み
重
ね
長
期
修
繕
計

画
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

作
成
の
目
的

修
繕
工
事
を
必
要
に
応
じ
、

適
切
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
為

に
は
、
日
頃
よ
り
適
切
な
修
繕

積
立
金
の
額
を
設
定
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

①
将
来
の
修
繕
工
事
及
び
改
修

工
事
の
内
容
、
時
期
、
概
算

費
用
等
を
明
確
に
し
て
お

く
。

②
計
画
修
繕
工
事
実
施
の
為
、

積
立
金
の
額
の
根
拠
を
明
確

に
し
て
お
く
。

③
修
繕
工
事
、
改
修
工
事
の
計

画
に
付
き
組
合
員
の
充
分
な

る
合
意
形
成
を
諮
り
円
滑
な

実
施
を
図
る
こ
と
。

計
画
作
成
の
前
提
条
件

推
定
改
修
工
事
は
建
物
及
び

設
備
の
性
能
を
向
上
さ
せ
る
改

修
工
事
を
基
本
と
す
る
。

④
工
事
実
施
の
要
否
・
内
容
等

は
、
事
前
に
、
建
物
調
査
診

断
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
判
断
す
る
。

見
直
し
の
手
順

次
に
掲
げ
る
不
確
定
な
要
素

を
含
ん
で
い
る
為
、
五
年
程
度

毎
に
見
直
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

①
建
物
及
び
設
備
の
劣
化
状
況

②
社
会
的
環
境
の
変
化
、
生
活

様
式
の
変
化
等

③
新
建
材
や
新
工
法
に
よ
る
修

繕
周
期
、
単
価
の
変
動
も
勘

案
す
る
。

大
切
な
の
は
、
理
事
会
、
専

門
委
員
会
等
で
充
分
に
検
討
を

行
い
、
専
門
家
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
合
意
形
成
を
図
っ
て

行
く
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

今
後
の
検
討
課
題

調
査
・
診
断
の
結
果
を
踏
ま

え
、
現
状
の
建
物
や
設
備
の
性

能
、
機
能
を
維
持
す
る
為
の
修

繕
工
事
を
行
う
。
ま
た
、
設
備

の
耐
震
性
、
断
熱
性
、
防
犯
性

な
ど
性
能
向
上
を
図
る
改
修
工

事
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
。
高
経
年

マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
、
必
要
に

応
じ
て
建
替
え
も
視
野
に
入
れ

て
、
再
生
委
員
会
の
設
置
検
討

も
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

長
期
修
繕
計
画
書
の
構
成

次
の
項
目
を
基
本
と
す
る
。

①
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
年
数

②
設
備
の
概
要

③
調
査
・
診
断
の
概
要

④
長
期
修
繕
計
画
の
作
成
、
修

繕
積
立
金
の
額
の
設
定

⑤
計
画
期
間
の
設
定
、
修
繕
工

事
項
目
の
設
定
、
工
事
費
の

算
定
、
収
支
計
画
の
検
討

計
画
期
間
の
設
定

計
画
期
間
は
、
新
築
マ
ン
シ

ョ
ン
の
場
合
は
三
十
年
以
上
と

す
る
。
既
存
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場

合
は
二
五
年
以
上
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
は
大
規
模
修
繕
工
事

が
二
回
行
わ
れ
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
ま
す
。

工
事
項
目
の
設
定

保
管
さ
れ
て
い
る
設
計
図

書
、
修
繕
履
歴
。
現
況
調
査
・

診
断
の
結
果
な
ど
に
基
づ
き
項

目
を
追
加
し
、
漏
れ
が
な
い
か

確
認
す
る
。
ま
た
、
新
耐
震
基

準
（
建
築
確
認
日
が
ｓ
56
・

５
・
31
以
前
か
否
か
）
に
よ
っ

て
、
耐
震
改
修
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、
そ
の
費
用
が
負
担
不

可
の
場
合
、
項
目
を
設
定
し
そ

の
費
用
を
積
立
て
る
事
も
考
え

て
お
い
た
方
が
良
い
で
し
ょ

う
。
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推定修繕工事項目と修繕周期の例

設　

備

給水設備
給水管 更生 15年

取替 30年
貯水槽 取替 25年
給水ポンプ 補修 8 年

取替 16年
排水設備

排水管 更生 15年
排水ポンプ 取替 30年

ガス設備
ガス管 取替 30年

空調・換気設備
空調設備 取替 15年
換気設備 取替 15年

電灯設備等
電灯設備 取替 15年
配電盤類 取替 30年
幹線設備 取替 30年
避雷針設備 取替 40年
自家発電設備 取替 30年

情報通信設備
電話設備 取替 30年
テレビ共聴設備 取替 30年
インターネット設備 取替 15年
インターホン設備等 取替 15年

消防用設備
屋内消火栓設備 取替 25年
自動火災報知機設備 取替 20年
連結送水管設備 取替 25年

昇降機設備
昇降機 補修 15年

取替 30年
駐車場

自走式駐車場 補修 10年
取替 30年

機械式駐車場 補修 10年
取替 20年

推定修繕工事項目と修繕周期の例

建　

物

屋根
屋上防水（保護） 補修 12年

修繕 24年
屋上防水（露出） 修繕 12年

撤去・新設 24年
傾斜屋根 補修 12年

撤去・葺替 24年
疵・笠木等防水 修繕 12年

床防水
バルコニー床防水 修繕 12年
開放廊下・階段等防水 修繕 12年

外壁等塗装
コンクリート補修 補修 12年
外壁塗装 塗替 12年

除去・塗装 36年
軒天塗装 塗替 12年

除去・塗装 36年
タイル張補修 補修 12年
シーリング 打替 12年

鉄部塗装等
鉄部塗装（雨掛掛部） 塗替 4 年
鉄部塗装（非雨掛部） 塗替 6 年
非鉄部塗装 清掃・塗替 12年

建具・金物等
建具関係 点検・調整 12年

取替 36年
屋外鉄骨階段 補修 12年

取替 36年
集合郵便受等 取替 24年
メータ BOX 扉 取替 36年
共用部 張替・塗替 12年

長期修繕計画ガイドライン（国土交通省）

■東日本リニューアル事業部
東京支店・東関東支店・北関東支店・南関東支店

《お問合せ》　 （03）3474-1941
■西日本リニューアル事業部
関西支店・福岡営業所

《お問合せ》　 （06）6382-8410 http://www.ymgs.co.jp

快適・集まる・改修力
マンション・建物
大規模改修
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【
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

①『
給
排
水
設
備
の
劣
化
診
断
』

給
排
水
設
備
は
、
そ
の
建
物

が
出
来
た
年
代
毎
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
自
ら
の
マ
ン
シ
ョ
ン

が
ど
の
様
な
仕
様
で
つ
く
ら
れ

て
い
る
の
か
を
理
解
し
た
上

で
、
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

事
例
・
写
真
を
交
え
、
解
り

易
く
給
排
水
設
備
に
つ
い
て
、

専
門
会
社
で
あ
る
㈱
大
勝
テ
ッ

ク
を
迎
え
、
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い

ま
す
。

②『
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
と
は
』

埼
玉
県
内
で
は
大
地
震
を
想

定
し
た
大
災
害
時
に
お
い
て
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
に
は
何
が

必
要
な
の
か
？

「
越
谷
市
危
機
管
理
課
」
を

迎
え
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
」

に
つ
い
て
、
講
演
を
頂
き
ま

す
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防

災
に
関
わ
る
具
体
的
な
課
題
に

つ
い
て
、
危
機
管
理
課
、
越

谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
に
参
加

頂
き
、
皆
さ
ん
と
共
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

参
加
申
込
み
は
、
埼
管
ネ
ッ

ト
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
参
照
又
は
、

事
務
局
ま
で
直
接
お
問
合
せ
下

さ
い
。
参
加
費
５
０
０
円

（
埼
管
ネ
ッ
ト
会
員
は
無
料
）

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
実
践
セ
ミ
ナ
ー

の
ご
案
内

　
　

楽
し
く
暮
ら
そ
う
、
賢
く
住
も
う
！

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
　
時
　
平
成
30
年
６
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
13
時
00
分
開
場
　
13
時
30
分
　
講
演
開
始

場
　
所
　
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
　
４
階
　
第
15
・
16
会
議
室

　
　
　
　
　
　（
東
武
伊
勢
崎
線
　
越
谷
駅
東
口
よ
り
徒
歩
７
分
）

事務局インフォメーション
1 ．先日、会員様宛、H.30年度会費の請求書を送付させて頂きました。既に、処
理頂きました会員様にはこの紙面をお借り致しまして御礼申し上げます。尚、組
合様宛お送りしました書類が、宛先不明等で事務局に返送されてくるケースが散
見されます。組合様にポストが設置されていない場合には、理事長様宅の集合郵
便受けに「管理組合」の表示をする等のご対応を御願い申し上げます。
2 ．マンション管理に関する相談申込みは、随時受付しております。相談希望日
の 2 週間程度前迄に届くよう、TEL・FAX・郵送等にて事務局宛にお申し出下さ
い。相談希望日時は、相談対応者の都合も御座いますので、第 1 希望、第 2 希望
の日時をご記入下さい。
3 ．今年度より、メルマガの配信を開始しております。どうぞ、遠慮なくご活用
下さい。まずは、機関紙「マンションライフ」メルマガ版にご登録を御願いいた
します。

事務局連絡先／ TEL：048-887-9921  FAX：020-4664-6209
パソコン版／ URL：http:www.saikan-net.com/
スマホ版／ URL：http://www.saikan-net.com/smart/
メルマガ登録／ URL：http://www.mag2.com/m/0001682307.htm

スマホ版ホームページ

の配信をはじめました！

メルマガの配信をはじめました！


